
B1FY-4451-01

ハードディスクキャビネット

(GP5 -R 1DC2 /GP 5BR1DC2 )



はじめに

このたびは、弊社のハードディスクキャビネット(GP5-R1DC2/GP5BR1DC2)
をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本書は、本装置の取り扱い方法や周辺装置との接続方法など、基本的なこと
がらを説明しています。
ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しい取り扱いをされますよう
お願いいたします。
本説明書は予告なく変更されることがあります。

1998年7月

梱包物を確認してください

お使いになる前に、次のものが梱包されていることをお確かめください。
万一足りないものがございましたら、おそれいりますが、担当営業員までお
申し付けください。
●ハードディスクキャビネット本体
●電源ケーブル(1本)
●取扱説明書(本書)
●メンテナンスラベル（保守用）
●RCI用ケーブル
●RCI用分岐コネクタ
●取付金具（1式）

All Rights Reserved, Copyright  富士通株式会社 1998

注意
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラ
スA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こす
ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されること
があります。

当社のドキュメントには｢外国為替および外国貿易管理法｣に基づく特定技術が含
まれていることがあります。特定技術が含まれている場合は、当該ドキュメント
を輸出または非居住者に提供するとき、同法に基づく許可が必要となります。

高調波ガイドライン適合品

IntranetWareは、米国Novell Inc. の登録商標です。
Microsoft、Windows、MS、MS-DOS、Windows NTは、米国Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標です。
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安全上のご注意

本装置およびそのオプション装置を安全にお使いいただくために、以降の記
述内容を必ずお守りください。

本書では、いろいろな絵表示をしています。これは装置を安全に正しくお使
いいただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未
然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっ
ています。内容をよくご理解の上、お読みください。

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可
能性または重傷を負う可能性があることを示しています。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負
う可能性があること、および物的損害のみが発生する可能性が
あることを示しています。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と
同時に次の記号を使用しています。

感 電� △で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げる
ものです。記号の中やその脇には、具体的な警告内容（左図の場
合は感電注意）が示されています。　

 分 解� で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であること
を告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容
（左図の場合は分解禁止）が示されています。

プラグ� ●で示した記号は、必ずしたがっていただく内容であることを
告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左
図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が示さ
れています。

●万一、異常が発生したとき

警告
プラグ� 万一、本装置から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発

生した場合は、ただちに装置本体の電源スイッチを切り、その
後必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
煙が消えるのを確認して、販売会社または担当保守員に修理をご依頼く
ださい。お客様自身による修理は危険ですから絶対におやめください。
異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。

異物（水・金属片・液体など）が装置の内部に入った場合は、ただちに装
置本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。
その後、販売会社または担当保守員にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。



●本体の取り扱いについて

警告
分 解� 本装置を勝手に改造しないでください。

故障・火災・感電の原因となります。

装置本体のカバーや差し込み口についているカバーは、電池交換や
オプション装置の取り付けなど、必要な場合を除いて取り外さない
でください。
内部の点検、修理は販売会社または担当保守員にご依頼ください。
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。

禁 止� ディスプレイに何も表示できないなど、故障している状態で
は使用しないでください。
故障の修理は販売会社または担当保守員にご依頼ください。
そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

開口部（通風孔など）から装置内部に金属類や燃えやすいものなどの
異物を差し込んだり、落としたりしないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

本装置の上または近くに「花びん・植木鉢・コップ」などの水
が入った容器、金属物を置かないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気の
ある場所、直射日光の当たる場所、強い磁界が発生する場所
に置かないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

水 気� 本装置に水をかけないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

風呂場、シャワー室などの水場で本装置を使用しないでくだ
さい。
故障・火災・感電の原因となります。

プラグ� 近くで雷が起きた時は、電源ケーブルやモジュラケーブルを
コンセントから抜いてください。
そのまま使用すると、雷によっては本装置を破壊し、火災の原因と
なります。



警告
禁 止� 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。

また、タコ足配線をしないでください。
火災・感電の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしないでください。
重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじった
り、加熱したりすると電源ケーブルを傷め、火災・感電の原因とな
ります。

電源ケーブルや電源プラグが傷んだときや、コンセントの差し込み
口がゆるいときは使用しないでください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

指 示� 電源プラグの電極、およびコンセントの差し込み口にほこり
が付着している場合は、乾いた布でよく拭いてください。
そのまま使用すると、火災の原因となります。

アース� アース接続が必要な装置は、電源を入れる前に、必ずアース
接続をしてください。
アース接続ができない場合は、販売会社または担当保守員にご相談
ください。
万一漏電した場合に、火災・感電の原因となります。

警 告� 取り外したカバー、キャップ、ネジなどは、小さなお子様が
誤って飲むことがないように、小さなお子様の手の届かない
ところに置いてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

注意
禁 止� 装置の開口部（通風孔など）をふさがないでください。

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

本装置の上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えな
いでください。
バランスが崩れて倒れたり、落下したりしてけがの原因となりま
す。

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでく
ださい。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。



注意
禁 止� ACアダプタを使用する装置の場合は、マニュアルに記載さ

れていないACアダプタは使用しないでください。また、AC
アダプタの改造・分解はしないでください。
火災・けがの原因となります。

サービスコンセントがある装置の場合は、マニュアルに記載されて
いない装置をサービスコンセントに接続しないでください。
火災・けがの原因となります。

フロッピーディスク・ICカードなどの差し込み口に指などを入れな
いでください。
けがの原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らず、必ず電源プラ
グを持って抜いてください。
電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯線が露出したり断線
したりして、火災・感電の原因となります。

指 示� 電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでくださ
い。
火災・故障の原因となります。

プラグ� 本装置を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから
抜いてください。また、電源ケーブルなどもはずしてくださ
い。
作業は足元に十分注意して行ってください。
電源ケーブルが傷つき、火災・感電の原因となったり、装置が落下
したり倒れたりしてけがの原因となります。

長時間装置を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグ
をコンセントから抜いてください。
火災・感電の原因となります。
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第1章 お使いになる前に

1. 1 ここからスタートします

ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC2/GP5BR1DC2)は、1台につき最大で8台の
ハードディスクユニットを搭載することにより、大きなファイル容量をご提供いた
します。ハードディスクキャビネットをSCSIアレイコントローラカード(GP5-141：
別売)に接続すると、ディスクアレイとして使用することが可能です。ハードディス
クキャビネットをSCSIカード(GP5-121，GP5-125：別売)に接続すると、大容量の記
憶装置(145.6GB=18.2GB×8)として使用することが可能です(1GB=1000×1000×
1000Byte換算)。
また、オプションで内蔵電源ユニットをもう1台追加することができます。これによ
り電源を冗長運転することができます。
ハードディスクキャビネットに記憶された大切なデータを守るためには、サーバへ
の接続作業と各種設定および運用を正しく行う必要があります。「1.4 マニュアル
の見かた」を参照して、作業を進めてください。
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投入�

投入�ハードディスク�
キャビネットの電源�
�

運用中�

切断�

切断�

時間経過�

サーバ本体の電源�

1. 2　使用上の注意点

1.2.1 運用上の注意点

本マニュアルは、サーバ本体、SCSIアレイコントローラカード、またはSCSIカードの取り扱い経
験のある方を対象に記述しています。サーバ本体、SCSIアレイコントローラカード、SCSIカード
の取り扱い経験のない方は、先にそれら装置のマニュアルを参照してください。特にディスクアレ
イとして構成する場合、特殊な用語や手順を必要とします。SCSIアレイコントローラカードの取
扱説明書を参照してから本マニュアルを参照してください。

ハードディスクキャビネットは単独では動作しません。サーバ本体、SCSIアレイコントローラカー
ドまたはSCSIカード、カードとハードディスクキャビネットを接続するケーブル、ハードディス
クユニット、電源を冗長運転にする場合は内蔵電源ユニットを、別途ご購入ください。

電源投入／切断時の注意 (重要)
ハードディスクキャビネットの電源投入方法には、下記の3種類があります。
(1) サーバ本体からRCI（Remote Cabinet Interface）を介して電源を投入する設定
(2) サーバ本体のSCSI Termpowerに連動して電源を投入する設定
(3) ACが供給されると無条件で電源を投入する設定

サーバ本体接続時で(3)の設定を行う場合、以下の条件を守ってください。
・ 電源を投入する場合、サーバ本体の電源を投入する前に必ずハードディスクキャビネットの電
源を投入してください。

・ ハードディスクキャビネットの電源を切断する前に、必ずサーバ本体の電源を切断してくださ
い。

電源切断順序を逆にした場合、次回起動時に複数のハードディスクがDEADと認識され、オフライ
ンになる可能性があります。

データバックアップの必要性について (重要)
ハードディスク故障以外にも、さまざまな要因によりデータを喪失する可能性が考えられます。
データがバックアップされていれば、バックアップデータからシステムを復旧させることが可能で
す。バックアップが作成されていないと、お客様の大切なデータが失われてしまいます。不慮の事
態に備えるために、データの定期的なバックアップを必ず実施してください。
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1. 3 各部の名称と働き

1.3.1 ハードディスクキャビネット

フロントパネル

参考  各ベイのSCSI IDは下記のようになります。

6

8

5

4

8

10

2

1

1

0

3

2

4

3

7

9

ベイ

SCSI ID

・RCI アドレス (緑)
RCIのノードアドレスを示します。弊社保守員が参照します。

・メンテナンススイッチ
メンテナンス用のスイッチです。弊社保守員以外は操作しないでください。

・電源ランプ (緑)
ハードディスクキャビネットに電源が投入されていることを示します。

・ハードディスクアクセスランプ (緑)
ハードディスクキャビネット内ハードディスクにアクセスがあることを示します。

・電源ユニット故障ランプ (黄)
ハードディスクキャビネット内電源故障を検出したことを示します。

・ファンユニット故障ランプ (黄)
ディスク内ファンユニット故障を検出したことを示します。

・ハードディスク故障ランプ (黄)
ハードディスクキャビネット内のディスクのいずれかが故障中もしくはリビルド中であるこ
とを示します。

・温度異常ランプ (黄)
筐体内部温度が規定以上になったことを示します。

また各ベイ毎に以下のランプを持っています。
・電源ランプ (緑)

対象ディスクの電源が投入されていることを示します。
・アクセスランプ (緑)

対象ディスクがアクセスされていることを示します。
・故障ランプ (黄)

対象ディスクに対してSCSIアレイコントローラカードが異常を検出したことを示します。リ
ビルド中は点滅となります。

電源ランプ
アクセスランプ

故障ランプ
ハードディスク故障ランプ

電源ユニット故障ランプ
ファンユニット故障ランプ

温度異常ランプ

ベイ8 ベイ7 ベイ6 ベイ5 ベイ4 ベイ3 ベイ2 ベイ1

RCIアドレス

ハードディスクアクセスランプ
電源ランプ
メンテナンススイッチ
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・SCSIインタフェースボード
電源制御の設定をこの部分にあるスイッチで行います。(第2章参照)

・SCSIコネクタ
SCSIケーブルを接続します。

・RCIコネクタ
RCIケーブルを接続します。

・ファンユニットボックス
ファンユニットが搭載されています。(標準2台)

・内蔵電源ユニット
標準は1台搭載です。(上図はオプションの内蔵電源ユニット搭載時の例です)

・メンテナンスランプ･メンテナンススイッチ
メンテナンス用です。弊社保守員以外は操作しないでください。

ファンユニットボックス

RCIコネクタ

接続禁止

SCSIコネクタ

内蔵電源ユニット（オプション） 内蔵電源ユニット（標準）

メンテナンススイッチ

メンテナンスランプ

SCSIインタフェースボード
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1.3.2  内蔵電源ユニット

・故障ランプ (黄)
ファンユニットが故障したときに点灯します。

・電源ランプ (緑)
ファンユニットが正常に動作しているときに点灯します。

・電源スイッチ
電源ユニットの電源スイッチです。

・故障ランプ (黄)
内蔵電源ユニットが故障したときに点灯します。

・電源ランプ (緑)
内蔵電源ユニットが正常に動作しているときに点灯します。

1.3.3 ファンユニット

電源スイッチ

故障ランプ

故障ランプ

電源ランプ

電源ランプ

固定金具
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1. 4 マニュアルの見かた
本節では、これから行う作業の種類によって、進むべき章または節を明確化します。
以下の流れにしたがってマニュアルを参照してください。

1 . 電源制御の設定

→  ｢2.1 電源制御の設定｣へ進んでください。

2 . サーバ本体に接続

→  ｢2.2  SCSIアレイコントローラカードに接続｣へ進んでください。
→  ｢2.3  SCSIカードに接続｣へ進んでください。
→  ｢2.4  RCIケーブルの接続｣へ進んでください。

3 . ハードディスクの搭載

→  ｢2.5 ハードディスクの搭載｣へ進んでください。

4 . 内蔵電源ユニットの増設

→  ｢2.6 内蔵電源ユニットの増設｣へ進んでください。

5 . SCSIアレイコントローラカード/SCSIカードの設定

→  ｢3.1 ディスクアレイコンフィグレーション｣へ進んでください。
→  ｢3.2  SCSI Selectユーティリティ｣へ進んでください。
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第2章 接続方法

2. 1　電源制御の設定
注意
・以下の作業はすべての装置の電源ケーブルをコンセントから抜いた状態で行ってください。

ハードディスクキャビネットの電源制御の設定を行います。

① SCSIインタフェースボードのレバーを上に上げ、SCSIインタフェースボードを手前に引き出し
ます。

② SCSIインタフェースボード上にある設定スイッチSW3を下記の表のように設定します。またス
イッチSW2、SW4、SW7は以下の初期設定で使用してください。

SW4

SW7SW2

SW3

1
2
3
4

SW2, SW4, SW7の初期設定

SCSI Termpowerによる
電源制御を行う場合

OFF
OFF
OFF
ON

各場合におけるSW3の設定

RCIによる電源制御を
行う場合(初期設定)

OFF
OFF
OFF
OFF

ACが供給されると無条件
で電源を投入する場合

OFF
OFF
ON
ON

SW4の設定
1
2
3
4

OFF
OFF
ON
OFF

SW2の設定
0

SW7の設定
OPEN

③ 上記設定後、SCSIインタフェースボードをハードディスクキャビネットに戻し、しっかりと差
し込み、レバーを下げてロックします。
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2. 2 SCSIアレイコントローラカードにハードディスク
キャビネットを接続

注意
・以下の作業はすべての装置の電源ケーブルをコンセントから抜いた状態で行ってください。

① SCSIアレイコントローラカードをサーバ本体に取り付けます。
取り付け方法はサーバ本体およびSCSIアレイコントローラカードの取扱説明書を参照してくだ
さい。

② SCSIアレイコントローラカードとハードディスクキャビネットをSCSIケーブルで接続します。
注意：サーバ本体の内蔵ハードディスクに接続されていないチャネルを使用してください。

2.3 SCSIカードに接続
注意
・以下の作業はすべての装置の電源ケーブルをコンセントから抜いた状態で行ってください。

① SCSIカードをサーバ本体に取り付けます。
取り付け方法はサーバ本体およびSCSIカードの取扱説明書を参照してください。

② SCSIカードとハードディスクキャビネットをSCSIケーブルで接続します。
注意：1枚のSCSIカードにサーバ本体の内蔵SCSIオプションとハードディスクキャビネットは

同時に接続はできません。
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2. 4　RCIケーブルの接続
本体との接続は添付のRCIケーブルを用います。ケーブルの両端にはサーバ本体添付のRCI終端を
必ず接続してください。複数台のハードディスクキャビネットを使用する場合は、以下の図のよう
に接続してください。

RCI分岐コネクタ（サーバ本体添付）

RCI終端（サーバ本体添付）

RCI終端（サーバ本体添付）

ハードディスク
キャビネット

ハードディスク
キャビネット

サーバ本体

2. 5　ハードディスクの搭載
注意
・ハードディスクは精密部品です。取り扱いには十分注意してください。
・ハードディスクユニットに対する設定は一切不要です。
・ハードディスクユニットはベイ1から順番に搭載してください。
・使用しないベイにはブランクディスクユニットを取り付けた状態にしてください。取り外した
状態にしておくと、ハードディスクキャビネット内部の冷却気流を適正な状態にできません。

① 電源を切り、フロントパネルを取り外します。

② ハードディスクユニットを取り付けるベイから、ブランクディスクユニットを取り外します。
内蔵ハードディスクユニットが搭載されていないベイには、ブランクディスクユニットが取り
付けられています。ブランクディスクユニットのプラスチックレバーを下に開き、プラスチッ
クレバーが完全に開いた状態でゆっくりと手前に引き出します。

③ 内蔵ハードディスクを取り付けます。内蔵ハードディスクユニットのプラスチックレバーが開
いた状態で、内蔵ハードディスクユニットの向きを確認した上で静かに押し込みます。

④ プラスチックレバーをカチッと音がするまで上に閉じます。

RCIケーブル
（各ハードディスクキャビネット添付）

RCI分岐コネクタ
（各ハードディスクキャビネット添付）
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2. 6　内蔵電源ユニットの増設
ハードディスクキャビネットの電源を冗長構成にする場合、以下の手順に従いオプションの内蔵電
源ユニットを増設してください。

注意
・内蔵電源ユニットは精密部品です。取り扱いには十分注意してください。
・内蔵電源ユニットに対する設定は一切不要です。

① ハードディスクキャビネット背面の内蔵電源ユニット増設部にある、ふさぎ板を外します。

② 内蔵電源ユニットをハードディスクキャビネット本体に挿入し、押し込みます。

③ ネジ2ヵ所をしめます。

④ 電源ケーブルをコンセントに接続し、内蔵電源ユニットの電源をONにします。

⑤ 交換した内蔵電源ユニットの緑色のランプが点灯することを確認します。
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第3章 SCSIアレイコントローラカード／
SCSIカードの設定

3.1 ディスクアレイコンフィグレーション
SCSI アレイコントローラカードの取扱説明書を参照しながらDACCFユーティリティでディスクア
レイの設定をします。

3.2 SCSI Selectユーティリティ
ハードディスクキャビネットを接続しているSCSI カードのSCSI Select ユーティリティを起動して
ください。詳細はサーバ本体およびSCSI カードのマニュアルを参照してください。

3.2.1　SCSIカード(GP5-121)の設定方法

■Configure/View Host Adapter Settings
Configuration
SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID 7
SCSI Parity Checking Enabled
Host Adapter SCSI Termination Low ON/High ON

■Boot Device Options
Boot Target ID 0
Boot LUN Number 0

■SCSI Device Configuration
Initiate Sync Negotiation yes
Maximum Sync Transfer Rate 40.0
Enable Disconnection yes
Initiate Wide Negotiation yes
Send Start Unit Command yes

■Advanced Configuration Option settings
Plug and Play Scan Support ................................................................................................ Disabled
Host Adapter BIOS (Configuration Utility Reserves BIOS Space) ......................................... Enabled
Support Removable Disk Under BIOS as Fixed Disks ........................................................ Boot Only
Extended BIOS Translation for DOS > 1GB Enabled (Windows NT の場合)

Disabled (IntranetWare の場合)
Display<Ctr-A>Message During BIOS Initialization ............................................................. Enabled
Multiple LUN Support ....................................................................................................... Disabled
BIOS Support for Bootable CD-ROM .................................................................................. Enabled
BIOS Support for Int13 Extensions ...................................................................................... Enabled
Support for Ultra SCSI Speed .............................................................................................. Enabled

すべてのSCSI IDに対して同じ
値を設定します。｝



13

3.2.2　SCSIカード(GP5-125)の設定方法

■Configure/View Host Adapter Settings
Configuration
SCSI Bus Interface Definitions
Host Adapter SCSI ID 7
SCSI Parity Checking Enabled

■Host Adapter SCSI Termination
Ultra2-LVD/SE Connector Automatic
Fast/Ultra-SE Connector Automatic

■Boot Device Options
Boot SCSI ID 0
Boot LUN Number 0

■SCSI Device Configuration
Initiate Sync Negotiation yes
Maximum Sync Transfer Rate 40.0
Enable Disconnection yes
Initiate Wide Negotiation yes
Send Start Unit Command yes
BIOS Multiple LUN Support no
Include in BIOS Scan yes

■Advanced Configuration Options
Plug and Play Scan Support Disabled
Reset SCSI Bus at IC Initialization Enabled
Extended BIOS Translation for DOS > 1G Byte Enabled (Windows NT の場合)

Disabled (IntranetWare の場合)
Host Adapter BIOS (Configuration Utility Reserves BIOS Space) Enabled
Support Removable Disk Under BIOS as Fixed Disks BootOnly
Display<Ctrl><A>Message During BIOS Initialization Enabled
BIOS Support for Bootable CD-ROM Enabled
BIOS Support for Int13 Extensions Enabled

｝すべてのSCSI IDに対して同じ値を設定します。
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第4章 トラブルシューティングとユニット
の交換

4. 1 トラブルシューティング

対処方法

電源ケーブルが接続されていな
ければ、接続してください

内蔵電源ユニットスイッチを
ONにしてください

RCIケーブルが接続されていな
ければ、接続してください(RCI
モード時)

その他の場合、内蔵電源ユニッ
トの故障などのおそれがありま
す。担当営業員、または担当保
守員にご相談ください

内蔵電源ユニットの故障などの
おそれがあります

担当営業員、または担当保守員
にご相談ください

ハードディスクキャビネット本
体のファンのうち、いずれか1
つが故障しているおそれがあり
ます

担当営業員、または担当保守員
にご相談ください

ハードディスクユニットを交換
する必要があります
担当営業員、または担当保守員
にご相談ください

ハードディスクユニットの故障
のおそれがあります

担当営業員、または担当保守員
にご相談ください

確認事項

内蔵電源ユニットの電源ケーブ
ルが正しくコンセントに接続さ
れていますか

ハードディスクキャビネット背
面の内蔵電源ユニットスイッチ
がON("1")になっていますか

内蔵電源ユニットがハードディ
スクキャビネットに正しく装着
されていますか

ハードディスクキャビネット本
体背面の内蔵電源ユニットの電
源ランプ、故障ランプを確認し
てください

ハードディスクキャビネット前
面のハードディスク故障ランプ
を見て、どのハードディスクド
ライブに不良が検出されている
のかを確認してください

ハードディスクキャビネット本
体に正しくハードディスクユ
ニットが装着されていますか

現象

ハードディスクキャビネット本
体の電源が入らないまたは、
ハードディスクキャビネット本
体前面の電源ランプが点灯しな
い

ハードディスクキャビネット前
面の電源故障ランプが点灯して
いる

ハードディスクキャビネット前
面のファン故障ランプが点灯し
ている

ハードディスクキャビネット前
面のハードディスク故障ランプ
が点灯している

ハードディスクキャビネット前
面のハードディスクアクセスラ
ンプが点灯しない
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4. 2 ハードディスクユニットの交換
SCSIアレイコントローラカードを使用して、アレイシステム構成(RAID1/5/6のとき)にしている場
合は、ハードディスクユニットの故障時に、サーバ本体およびハードディスクキャビネットの電源
を切断することなく、ハードディスクユニットの交換および復旧作業を行うことができます。アレ
イシステム(ホットスワップ／ホットプラグ対応)に関する詳細な説明については、SCSIアレイコン
トローラカードの取扱説明書を熟読してください。

注意
・ハードディスクは精密部品です。取り扱いには十分注意してください。
・ハードディスクユニットに対する設定は一切不要です。
・ハードディスクユニットはベイ1から順番に搭載してください。
・使用しないベイにはブランクディスクユニットを取り付けた状態にしてください。取り外した
状態にしておくと、ハードディスクキャビネット内部の冷却気流を適正な状態にできません。

・SCSIカードに接続しているとき、サーバ本体の電源を投入したまま、ハードディスクユニット
の抜き差しを行うことはできません。
電源を投入したままハードディスクユニットの抜き差しを行うと、ハードディスクユニットが
壊れたり、データが損失する可能性があります。

・本作業を実施される前に、念のためハードディスクキャビネットのデータのバックアップを行っ
てから、実施されることを強く推奨いたします。

・ハードディスクユニットの故障を確認した場合は、弊社担当保守員にご連絡ください。

① フロントカバーを取り外します。

② 故障ハードディスクユニットのレバーを下げます。

③ 約60秒(ハードディスクユニットの回転が停止するまで)待ち、故障ハードディスクユニットを
引き抜きます。

④ 新しいハードディスクユニットを挿入し、レバーを上げます。

⑤ 新しいハードディスクユニットに対して、アレイ構成の復旧を行ってください。
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4. 3 内蔵電源ユニットの交換
内蔵電源ユニットを2台搭載している場合は、ハードディスクキャビネット本体の電源を切断する
ことなしに故障した内蔵電源ユニットを交換することができます。

注意
・本作業を実施される前に、念のためハードディスクキャビネットのデータのバックアップを行っ
てから、実施されることを強く推奨いたします。

・内蔵電源ユニットの故障を確認した場合は、弊社担当保守員にご連絡ください。

① 故障した内蔵電源ユニットを確認します。
故障した内蔵電源ユニットは黄色のランプが点灯していることで確認が可能です。

② 故障した内蔵電源ユニットの電源スイッチをOFFにします。

③ 故障した内蔵電源ユニットの電源ケーブルをコンセントからはずします。

④ 内蔵電源ユニットについているネジ2ヵ所をゆるめ、内蔵電源ユニットを手前に静かに引き抜き
ます。

⑤ 交換用の内蔵電源ユニットの電源スイッチがOFFになっていることを確認します。

⑥ 交換用の内蔵電源ユニットをハードディスクキャビネットに挿入し、押し込みます。

⑦ ネジ2ヵ所をしめます。

⑧ 電源ケーブルをコンセントに接続し、内蔵電源ユニットの電源スイッチをONにします。

⑨ 交換した内蔵電源ユニットの緑色のランプが点灯することを確認します。

内蔵電源ユニット
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4. 4 ファンユニットの交換
ハードディスクキャビネットに搭載されているファンユニットは、ハードディスクキャビネット本
体の電源を切断することなしに、故障したファンユニットを交換することができます。
ハードディスクキャビネットには、ハードディスクユニット冷却用にファンユニットが2個取り付
けてあります。ファンユニットが故障した場合、フロントパネルのファンユニット故障ランプが点
灯します。

注意
・ ファンユニットの故障を確認した場合は、弊社担当保守員にご連絡ください。
・ 故障したファンユニットを交換する際に、誤って正常なファンユニットを引き抜くと（ファン
ユニットが2台とも停止する）、電源が切断されますので、故障したファンユニットを十分確認
の上交換してください。

① ファンユニットボックスについているネジ2ヵ所をゆるめ、ファンユニットボックスを手前に静
かに引き抜きます。

② 故障したファンは、黄色のランプが点灯していることで確認が可能です。

③ 故障したファンの固定金具を押し下げながら、故障したファンを引き抜きます。

④ 交換用のファンをファンユニットボックスに挿入し、固定します。

⑤ 緑色のランプが点灯することを確認します。

⑥ ファンユニットボックスをハードディスクキャビネットに挿入し、ネジ2ヵ所をしめます。

 ファンユニットボックス
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第5章 付録

5. 1 装置仕様

品 名

型 格

ディスクベイ

インタフェース

電源制御インタフェース

電源

FAN

消費電力

重 量

外形寸法

ハードディスクキャビネット

GP5-R1DC2 / GP5BR1DC2

ハードディスク最大8台

Ultra Wide SCSI Single Ended (SCSI3)

Max 40MB/sec

VHDCI

1CH

RCIまたはSCSI終端電源同期 (どちらか一方)

基本1台    冗長用オプション1台
活性交換可  (オプション搭載時)

基本2台  活性交換可

最大500W

17.4 kg    (オプション除く)

440mm(w)× 169mm(h)× 528mm(d)

SCSI

転送速度

コネクタ

内部チャネル数

5. 2 設置環境
本ハードディスクキャビネットは、以下の環境条件を守ったうえで運用してください。環境条件を
外れた設置環境での運用は、本ハードディスクキャビネットの故障や寿命を著しく短縮する原因と
なります。

備考

結露しないこと

結露しないこと

結露しないこと

項目

温度 [℃]

湿度 [％RH]

温度勾配[℃／hr]

AC入力条件

条件

10～35

－10～60

20～80

10～90

15以下

AC100V　50/60Hz

動作時

休止時

動作時

休止時

動作時

休止時
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5. 3 オプション
下記の表に、ハードディスクキャビネットのオプションを示します。

品      名

内蔵ハードディスクユ
ニット

内蔵電源ユニット

SCSIケーブル

備       考

4.5GB, 7,200rpm, 活性交換可

9.1GB, 7,200rpm, 活性交換可

18.2GB, 7,200rpm, 活性交換可

9.1GB, 10,000rpm, 活性交換可

18.2GB, 10,000rpm, 活性交換可

冗長電源用

68 pin, SCSI4‐SCSI4, スクリューロックタイプ, 3.0m
SCSIアレイコントローラカード用

68 pin, SCSI3‐SCSI4, スクリューロックタイプ, 3.0m
SCSIカード用

型      名

GP5-HDH45

GP5-HDH93

GP5-HDH81

GP5-HDH94

GP5-HDH82

GP5-R1PU1

GP5S-830

GP5S-823

5. 4 24時間運用上の留意点
■無人運転について
装置として不慮の事故に対する安全性を高める必要から、オフィス内に適切な防災対策(耐震対
策、煙探知器、温度センサーなど)が施され、かつ防災管理者(警備員、管理人など)が建物内に
待機していることが必要です。

■耐用期間
一般的に耐用期間は、装置の設置環境･使用頻度により大幅に変動します。特に、寿命への影響
を与える要因としては環境温度があげられ、10℃の温度上昇で寿命期間はほぼ1/2に低下しま
す。
通常、8時間／日の使用で耐用年数5年としております。24時間運用の場合、累積使用時間は同
一であり、耐用期間2年を目処に回路部品(プリント板)･メカ部品(ハードディスク、ファンなど)
の点検・交換が必要となります。

■電源回路について
誤ってブレーカーを切断しないように、本ハードディスクキャビネット専用の電源回路を設置
することを推奨します。

■推奨機器
・ディスクアレイ構成
ハードディスクの故障が発生しても連続運転が可能なディスクアレイ構成を推奨します。

・UPS（無停電電源）
電源の瞬断・入力電圧の変動による影響を回避することが可能となります。
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5. 5 RAID設計シート
本ハードディスクキャビネットをSCSIアレイコントローラカードで使用する場合には、本設計シー
トにRAIDの構成情報を記入しておいてください。保守、障害発生時等に利用できます。

SCSIアレイコントローラ
カードの接続チャネル(0･1)

ベイ0  SCSI  ID 0
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ1  SCSI  ID 1
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ2  SCSI  ID 2
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ3  SCSI  ID 3
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ4  SCSI  ID 4
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ5  SCSI  ID 8
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ6  SCSI  ID 9
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ7  SCSI  ID 10
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

キャビネット
2

SCSIアレイコントローラ
カードの接続チャネル(0･1)

ベイ0  SCSI  ID 0
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ1  SCSI  ID 1
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ2  SCSI  ID 2
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ3  SCSI  ID 3
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ4  SCSI  ID 4
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ5  SCSI  ID 8
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ6  SCSI  ID 9
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

ベイ7  SCSI  ID 10
ディスク搭載　有・無
製品名（ ）
容　量（ ＧＢ）

キャビネット
1
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5. 6 メンテナンスラベル
担当営業員および担当保守員へ
本ハードディスクキャビネットを接続しているサーバ本体およびどこのSCSIカードに接続されて
いるかなどを確認できるように、添付のメンテナンスラベルに接続情報を記入しておいてくださ
い。保守、障害発生時などに利用できます。
以下に記入例を示します。

記入例）
Front用（前面の適当な場所にお貼りください）

Rear用（背面の適当な場所にお貼りください）

DC_# ：ハードディスクキャビネットの号機番号（例：3号機）
CPU# ：ハードディスクキャビネットに接続しているサーバ本体の号機番号

　（例：3号機）
UPS# ：ハードディスクキャビネットに接続するUPSの号機番号（例：3号機）
［ハードディスクキャビネットに接続するサーバ本体搭載のSCSIカードについて記入します］
Slot_# ：SCSIカードの搭載スロット番号（例：PCIスロット2-1）
Card ：SCSIカードの種類（例：GP5-141）
Channel ：SCSIカード接続チャンネル（例：チャンネル0）

*. 号機番号は、担当営業員（弊社保守員）が管理識別できるよう適宜お決めください。

DC_# #3

CPU_# #3

UPS_# #3

DC_# #3 Slot_# PCI#2-1

CPU_# #3 Card GP5-141

UPS_# #3 Channel チャンネル0
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